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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

A2085 秩父鉄道 デキ501（青）

実車紹介

商品内容

商品概要

付属品

オプション

予価：￥11,000（本体価格￥10,000）

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

透明プラケース入（カートン入数：24）

なし

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●多くのご要望にお応えし、2005年11月に発売したDE10-1755＋485系のセットからDE10を

　単独発売。

●国鉄に払い下げられ、形式がDD12に改められた後の姿。茶色いボディ、裾に黄帯

●モーター付。ライト非点灯

●関連商品：下記の貨車の牽引機として楽しめます

A3167　ワキ700 海軍省私有貨車タイプ 3両セット

A6977　トキ10無蓋車タイプ　2両セット

秩父鉄道では従来より鉱石貨物列車輸送用として多くの電気機関車が活躍しています。1963年
以前に製造されたデキ100形に対して、以後のデキ200、300、500形では出力増強や外観変更が
行われました。空転対策としてL型軸梁式という特殊な台車を採用したデキ200形はバネ下重量の
増大や保守難の問題があったことから、1967年に3両が製造されたデキ300形では一般的な構造の
台車に変更されました。1973年より7両が製造されたデキ500形はデキ300形を基に空気圧縮機の
変更、シールドビームヘッドライト採用などマイナーチェンジが行われた形式で、デキ501・502は正面窓
がデキ300と似た小窓、デキ503以降は正面窓大型化、デキ506・507はテールライトが車体下部に
埋め込まれるなど、1両毎に細かい差異があります。各車とも時期により色とりどりの塗装を纏いましたが、
基本的には青地に白帯の姿で貨物列車の牽引に使用されています。

対応なし 対応なし

ヘッドライト点灯

動力車

● 2021年8月発売 A2081 デキ500を基にしたバリエーション商品
● 青地に白帯の秩父鉄道電気機関車標準塗装
● 窓のHゴム色や検査標記など、2022年の全検後の姿を再現
● カプラーは2021年製品と同様、復元バネを内蔵したアーノルドカプラーを採用
● ヘッドライト点灯。　※ON-OFFスイッチは搭載しません
● A2077 ヲキ100+ヲキフ100 ×20両（2セット）牽引可能　　　　　　　　　　　秩父鉄道承認済

※テールライトは点灯しませんデキ501
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